
 
中国青年代表団第 1 陣が来日、 

教育関係者・公務員・農業関係者など各分野で交流 
 
 
「21 世紀東アジア青少年大交流計画（日中 21 世紀交流事業）」の一環として、7 月

27 日から 8 月 3 日まで中国青年代表団第 1 陣（総団長＝倪健・中華全国青年連合会主席

助理）が来日した。一行は、総団長ら代表者 3 名、青年指導者 97 名、教育関係者 101
名、公務員 51 名、大学生 53 名、学術関係者 51 名、メディア 34 名、農業関係者 82 名、

青年企業家 21 名で構成された計 493 名。同団の派遣は中華全国青年連合会、受け入れは

当財団が担当し、青年指導者、教育関係者、公務員、大学生、学術関係者、メディア、

農業関係者、青年企業家の各コース実施は他団体にそれぞれ委託した。  
 東京滞在中の 7 月 28 日には、倪健 総団長一行 3 名が首相官邸にて浅野勝人・内閣官

房副長官（当時）を表敬訪問した。また、松井孝典・千葉工業大学 惑星探査研究センタ

ー所長を講師に迎え、「俯瞰的に見た地球環境問題」をテーマにセミナーを実施し、教育

関係者、公務員、大学生、メディア、青年企業家の分団が参加した。環境問題は中国で

も非常に関心が高まっていることもあり、講演後は積極的な質疑応答がなされた。 
 全員が参加した歓迎レセプションでは、日本側は筑波大学の学生を含む、井坂斗絲幸

社中が津軽三味線のパフォーマンスを披露。日本の伝統楽器による迫力ある演奏に、団

員から大きな拍手が上がった。また、代表団のメンバーも舞踊・オーボエの演奏・合唱

等、多彩なパフォーマンスを披露した。日本でも馴染み深い「幸せなら手を叩こう」を

歌った際は、日中両国の青年が一体となって手拍子をして会場を大いに盛り上げた。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熱心に講演に耳を傾ける団員     「幸せなら手を叩こうで」盛り上がる 

（環境セミナー）        日中両国の青年（歓迎レセプション） 

 
7 月 30 日からは分団ごとに北海道、秋田、神奈川、茨城、長野、群馬、愛知、京都、

大阪、兵庫等の各地を訪れ、それぞれ専門分野に関する視察、講演に参加したほか、日

本青年との交流会、合宿セミナー等を通じて、ともに各分野で日中の将来を担う青年同

士、相互理解を深めた。 
懸念された新型インフルエンザの影響もなく、一行は 8 日間の日程を終え、8 月 3 日

成田空港より全員無事に帰国した。本事業の実施にご協力頂いた外務省、中国大使館、

受入関係機関等の皆様に厚く御礼申し上げたい。 
（総合交流部） 
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参加者の感想 

 
Ａ分団（青年指導者） 
 
●日中の交流には、このような全面的で多角的、かつ深い交流が必要であると思います。

私達が理解しなければならない点は、伝統的でありながらも近代的な日本、都市もあり農

村もある日本、経済、科学技術、管理の社会でありながらもヒューマニズムと民俗的な側

面を持ち合わせる日本です。中国へも是非お越しください！ 
 
●二つの隣り合う先進国と発展途上国として、発展プロセスにおける日本の経験と教訓は、

中国にとって、学び取り考察すべき非常に大きな価値のあるものだと思います。同様に、

中国にも日本の参考になる独自の分野が沢山あります。交流を通して、相手の国に対する

日中の青少年の理解は、非常に狭いルートにより、限られた内容を理解しているに過ぎな

いことが分かりました。このようなことから、日中双方の青少年が深く広く交流すること

は非常に重要であり、これも私達の今後における重要な取り組みの一つであると思います。 
 

●数日間という短い期間の日本滞在でしたが、非常に深い印象が残り、非常に多くの感銘

を受けました。 
・日本人は非常に親切で客に対して好意的であり、私達は深く広く意見交換を行いました。 
・環境保護や行政機関の優れた作業効率等、社会の整備に秩序があると思いました。 
・横浜開港 150 周年の記念イベントは非常に素晴らしく、2010 年の上海万博の参考になる

と思いました。 
・上海市青年連合会は、現在、全市でエスカレーターに乗った際の「左側通行」運動を展

開しています。日本の取り組みは、とても印象に残りました。 
日本の方々の中国へのお越しをお待ちしております！ 
 
Ｂ分団（教育関係者） 

 

●来日前、メディア・映像や日本ドラマ等で語学・文化・風土人情を含めた日本をよく理

解していたので、私にとって日本に来てから、すべてに親しみを感じ、まるでイメージが

実物になったようでした。勿論、現代的な雰囲気と伝統的雰囲気に満ちた東京大学のキャ

ンパス、日本の目標のある都市計画、日本企業の緻密で人情味のある企業文化等々は来て

見て初めてわかることであり、喜びを感じました。訪日は日本に対する知識と好感を更に

高めたばかりでなく、もう一度日本に来たいという気持ちになりました。 

 



●１．日本の教育に対する感想 

児童の教育が日本国民全員の責任であるように思えました。日常教育で仲間意識を養って

います。日常生活で他人や他の生徒を尊重することや危機意識の教育は我々が学ぶべき点

だと思います。北海道のホテルで晩に催しがあり、子供たちの生き生きとして溌剌とした

演技を見ることができたことは幸いでした。 

２．市議会の見学 

政務が公開されていることに魅力を感じました。また、議事進行の様子をネットで見られ

ることに驚きを感じました。 

３．日本人の資質 

日本人の熱心さや環境保護意識の高さは我々中国人が学ぶべきことだと思います。 

 

Ｃ分団（公務員） 

 

●日本からは衣食住などの文化や、管理システムを学ぶべきだと感じた。日本には人々の

やる気を引き出すシステムがあり、みんなが目標に向かって頑張っている。交流の内容、

形式ともに素晴らしかったが、時間が短く、互いの理解が不十分なまま終わった感がある

のが残念だ。時間がもう少しあれば、もっとよく理解し合うことができただろう。両国の

公務員はともに優秀で、互いに理解し合おうとする気持ちがある。交流を望んでいる点で

も変わりないことを確認した。 

 

●１．日本の国民レベルは比較的高く、自制の意識が高い。それらは法律や規則などによ

るものではではない。 

２．日本の細心さは、日本人の生活や仕事などあらゆる面で表れている。 

３．「人にやさしい」ということを強く感じた。 

 

●公共施設が整っており、それぞれが非常に行き届いている。｢人にやさしい｣ということ

を強く感じた。道路は非常に清潔で、人々は本当に礼儀正しく友好的だ。生態環境の保護

も素晴らしく、非常に活力がある。 

 

Ｄ分団（大学生） 

        

●日本の学生と交流ができたことは一生涯の思い出になった。今後も連絡を続けたい。          

●学生との合宿が今回の日程の中で最も意味のあるプログラム。この体験は本当に貴重な

ものだった。                                           

●日本の環境に対する意識が高いことに刺激を多く受けた。これは日本政府と国民が一体

となって努力してきた結果であり、世界の中でもこれに学ぶべき国が多い。また、風景の



美しさもよく保存されている。       

●中国が今後なしえなければならない課題点を日本は一足先に努力により改善している。         

●東京があれだけきれいなことには感嘆した。    

 

Ｅ分団（学術研究者） 

 

●日本民族は強靭で、繊細で、武士道精神を待つ優秀な民族である。中華民族は長い歴

史を持ち、明確な民族特性を持つ。今回の訪日は、両民族を対比し、参考なることを謙

虚に学習するプロセスでもあった。私たちは一様に日本民族の複雑性と多様性を見るに

いたり、日本文化の多面性、多様性も見えてきた。文化背景と生存環境の違いにより、

日中両国間の隔たり、誤解や非調和が存在するが、日中両国人民は意思疎通を行い、平

和を希望し、奇麗な心で相通じることを願う。 

 

●百聞は一見に如かず、現地で実感することが間接的な感知に勝る。日中国民の交流は

非常に重要だと思い、これからも、日本国民と深い交流ができるよう申し上げる。 

日本からたくさんのことが習うに値する。例えば、仕事に対する真面目さ、緻密さ、

厳格さ。例えば、日本の国民は環境を守る意識が強く、自発的に実行していること。社

会に人情が溢れることなどなど。 

 両国は経済依存度が高く、文化のつながりも強く、互恵互利的な戦略パートナー関係

を結ぶべきである。 

 

Ｆ分団（マスコミ） 

●１.日本は確実に経済が発達し、国民の教養レベルが高い国家である。学習と尊重に

値します。 

２.両国若者の間、お互いに相手に対する理解は原始的、そして表面的な部分に停滞し

ている。両国政府が推進した友好的交流活動はとても意義がある。真実的かつ客観的な

真相を見せる機会の提供を続けていってほしい。 

３.両国は文化や娯楽分野で多く付き合うべきだと思う。映画やテレビのスターたちが

各国の若者層の品位を代表し、この分野の人たちこそが交流活動に参加すれば、交流は

更に効果的になる。スターの影響力は大きい。 

 

●今度の訪問日程は、私に近距離で日本と日本人を観察する機会をくれた。今中国では

日本の情報獲得は簡単だが、“紙上で得たものは浅い”という古い諺がある。我が身で

日本と接触してこそ、日本に対して全面立体的な理解が初めてできた。見学した機関、

接触できたホテルの従業員らのほか、東京、大阪の街で往来する激しい人の流れも、一

般の日本人生活に直接触れることができ、同様に深い印象を残した。 



 

Ｇ分団（農業関係者） 

 

●日本の経済レベルは非常に高い発展を遂げている。畜産業は牛、羊などの数では私の故

郷（チベット）より少ないが、細かく管理され技術レベルが高いことに深い印象を受けた。 

日本の生態環境保護は大変素晴らしい。我々は学ばなければならない。 

日本の友人たちは皆さん親切で優しく接していただき、日本滞在中、我々は我が家にいる

ような心地よい感じであった。 

今回、訪日の機会をいただき大変光栄に思う。今後このような勉強の機会がより多くある

ことを希望する。 

 

●今回は私にとって初の外国訪問である。日本の皆様は礼儀正しく、また我々訪日団に対

してきめ細かなもてなしをして下さった。日本の環境保護のレベルは高く、例えば森林保

護、ゴミ分類処理、建築材料の選択などどれも大変良かった。農業分野では何カ所か見学

し、規模は大きくないが高い技術で品質の良い農産品、また生産性も高く農家の生活レベ

ルは高い。日本の国民の収入レベルは格差が大きくない。日本の国民は倹約的であり、こ

れは幼少のころより教育の場で教えられている。そして農産品の加工業、観光業の分野も

大変素晴らしい。 

 

●日本の美しく清潔な様、および日本人の友好的な態度、それから真面目な国民性に私は

深い印象を受けた。青い空・白い雲、東京・横浜は天国のような街であった。研修が進む

中、松本の美しさは想像以上のものであり、周辺の山々は雲がかかり、日本の伝統的な建

物と町並み、笑顔を絶やさず礼儀正しい地元の人々。日本の皆様は、中国と中国人に対し

詳しくはないかもしれないが、我々に親切な態度で接してくれた。今回訪問した全ての地

方は我々にとり大変有意義なものであった。 

 

Ｈ分団（青年企業家） 

 

●青年は国の未来を背負っています。ですから、代表団の一人一人が今回の訪問中に見た

こと感じたことを中国の青年たちに伝えることの責任を持っています。日本で学んだこと

を中国の人たちに伝えるだけではなくて、中日友好が世々代々に続くように頑張らないと

いけないと思います。日本という国が秩序があり、また日本の人々が礼儀正しいというこ

とがとても印象的です。今の中日青少年交流は、必ず将来の中日両国の友好につながると

思います。 

 

●個人的な感想ですが、日本の伝統文化は現代社会の中で良好な状態で保存されていると



思います。それに対して、わが国の伝統文化は日本ほどよく保存されておりません。若者

は目を未来に向けるべきですが、伝統も引き継がなければいけないと思います。ですから

私たちは、伝統文化をいかに守るかということに対してはまだ日本に学ばなければならな

いと思います。中日両国の文化は共通しているところがあります。日本に来る前には中日

両国は地理的に近いですが、国民の心は離れていると感じていたのですが、今回の訪問を

通じて、中日両国は地理的に近いだけではなくて、国民の心も近付いていると感じていま

す。今の気持ちを中国に帰ってから自分の 7歳の娘に話したいと思います。 



1 7/27 月 PM 成田空港着、オリエンテーション 成田空港着、オリエンテーション 成田空港着、オリエンテーション

AM 国会議事堂参観 国会議事堂参観 国会議事堂参観
講義：「日本の教育概要」、東京大学訪

問
東京都庁訪問（レクチャー、座談会、施

設見学）
公共広告機構セミナー・日中大学生討

論会（国連大学）

中央防波堤埋立処分場
参観

日本科学未来館参観 江戸東京博物館参観

AM
一福本店草創庵博物館・

商業施設参観
国家公務員との意見交換会 皇居・国会議事堂参観

PM
JICA地球ひろば・
池袋防災館参観

JICA地球ひろば・
江戸東京博物館参観

JICA地球ひろば・
池袋防災館参観

パナソニックセンター東京（リスーピア）
参観

国会議事堂参観、日本文化体験
横浜市資源循環局鶴見工場・
横浜開港150周年博覧会参観

AM 江戸東京博物館参観 京都府へ移動 秋田県へ移動 北海道へ移動 茨城県職員と座談会・懇親昼食会
東京大学湯原特任教授講義：「地球温暖化問
題における日中協力」、東京大学キャンパスツ

アー

PM
横浜開港150周年事業関

連施設参観
清水寺・市内参観

秋田県庁表敬訪問・講
義：「行政説明」・県議会

参観
札幌市内参観、札幌市議会訪問

茨城県庁表敬訪問、水戸偕楽園・商業
施設参観

軽井沢へ移動、
軽井沢町役場表敬訪問

7/30 木

　公務員分団 　大学生分団

7/28

神奈川コース 近畿コース

教育関係者分団

成田空港着、オリエンテーション
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PM

環境セミナー（グランドプリンスホテル高輪プリンスルーム）　※他団と合同

3 7/29

4

水

講義：「青年海外協力隊事業紹介」
交流：元青年海外協力隊員との意見交換

日時

青年指導者分団

2

秋田コース

火

（財）日中友好会館主催　歓迎レセプション（品川プリンスホテル：プリンスルーム）※全分団合同

連 設 観
参観

設 観 軽井沢 役場表 訪問

AM

横浜市役所表敬訪問・
講義：「横浜市の国際交

流事業紹介」
兵庫県庁表敬訪問 秋田県立大学参観 北海道教育大学講義 つくば市表敬訪問・オリエンテーション

星野リゾート星野会長講義：「環境共生
とリゾート経営」

PM
神奈川県表敬訪問・講

義・交流

人と防災未来センター参
観、講義：「震災復興・防

災対策」
秋田市内参観

北海道教育大学施設見学、
大学関係者との意見交換会

つくば市職員との交流・意見交換、
筑波山・筑波山神社参観、

日本青年との合同合宿

日中大学生スポーツ大会、分科会、交
流会、日本大学生との合流合宿

AM
元町SS会講義・意見交

換、元町参観
兵庫県関連施設参観 商業施設参観

講義：「経済界からみた学校教育への期
待」

筑波宇宙センター（JAXA）参観 日中大学生環境ハイキング

PM
日本青年との合宿セミ

ナー
大阪城参観、交流会（自

治体関係者）

秋田市民俗芸能伝承館
参観、県議会議員との交

流会
札幌市内企業訪問

キリンビアパーク取手（キリンビール取手
工場）・東京タワー参観

草津観光感謝祭参観、日本文化体験

AM 日本青年と共に鎌倉参観 東京へ移動 東京へ移動 訪日成果発表会 浅草参観 草津白根参観

PM
北海道教育関係者との懇談昼食会

東京へ移動
商業施設参観、歓送報告会 浅草・商業施設参観、歓送報告会

7 8/3 月 都内参観、PM：成田空港より帰国 AM：成田空港より帰国 AM：成田空港より帰国

5

AM：成田空港より帰国

6 8/1 土

7 8/2 日

商業施設参観、歓送報告会

7/31 金

１



　 

1 7/27 月 PM 成田空港着、オリエンテーション 成田空港着、オリエンテーション 成田空港着 成田空港着、オリエンテーション

AM 早稲田大学表敬訪問・交流会 ＮＨＫ国際放送局表敬訪問・交流会
オリエンテーション、

講義：「日本農業の概要」
講義：「企業の社会的責任経営」

東京大学表敬訪問・交流会
環境セミナー（グランドプリンスホテル高

輪プリンスルーム）　※他団と合同
都内参観（国会、明治神宮、東京タワー

等）
環境セミナー（グランドプリンスホテル高

輪プリンスルーム）　※他団と合同

AM 朝日新聞東京本社表敬訪問・交流会 外務省職員との座談会 JA横浜訪問・青壮年部との交流 皇居・国会議事堂参観

PM
日本文化体験（お茶、生け花）、

日本庭園参観
日本文化体験（お茶、生け花）、

日本庭園参観
キリンビール横浜工場参観

日本文化体験（お茶会、和服着付け）、
パナソニックセンター参観

AM 京都府へ移動 大阪府へ移動 長野県へ移動 愛知県へ移動

　学術研究者分団

2009中国青年代表団第1陣　各分団日程 （2）　

（財）日中友好会館主催　歓迎レセプション（品川プリンスホテル：プリンスルーム）※全分団合同

　マスコミ分団 　農業関係者分団 　青年企業家分団

2 7/28 火

日時

PM

水

4 7/30 木

3 7/29

PM 立命館大学表敬訪問・交流会
関西テレビ表敬訪問・交流会、朝日新

聞大阪本社表敬訪問・交流会
松本市長表敬訪問、味噌蔵参観、

松本市役所・普及センター講義
トヨタ会館・トヨタ自動車工場参観

AM
関西経済連合会表敬訪問・交流会、

大阪城参観
大阪城参観

松本市公設卸売市場・JA松本ハイラン
ドすいか共選所・梓川頭首工参観

愛知県庁表敬訪問・オリエンテーショ
ン、愛知県産業労働部講義：「ものづく

り愛知、愛知ブランド」

PM
パナソニックセンター大阪・

商業施設参観
大阪市役所表敬訪問・交流会、パナソ

ニックセンター大阪・商業施設参観

大原クラインガルテン（そば打ち体験）・
山岳牧畜研究会参観、農政担当者・地

元農家等との交流会

名古屋城・アサヒビール工場・商業施設
参観

AM 周恩来記念碑・金閣寺参観 周恩来記念碑・金閣寺参観 観光農園参観
株式会社末廣堂訪問（名古屋扇子製作

体験、中小企業についての講義 ）

PM 平安神宮・琵琶湖参観 平安神宮・琵琶湖参観
大王わさび農園・松本市内（松本城、時

計博物館等）・山辺ワイナリー参観

講義：「企業の社会的貢献」、地元青年
企業家とグループディスカッション、合

同合宿

AM 東京へ移動 東京へ移動 東京へ移動 東京へ移動

PM 浅草寺・商業施設参観、歓送報告会 浅草寺・商業施設参観、歓送報告会 歓送報告会 浅草寺・商業施設参観、歓送報告会

7 8/3 月
皇居・国会議事堂・都庁展望台参観、

PM：成田空港より帰国
皇居・国会議事堂・都庁展望台参観、

PM：成田空港より帰国
商業施設参観、PM：成田空港より帰国 AM：成田空港より帰国

5 7/31 金

7 8/2 日

4 7/30 木

6 8/1 土

２
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